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Schre董nemakers透 の 理 論

堀 場.信 吉

Schreinemakersは 三 成分 系液 の滲透 に就 て1927年 來 多數 の論文 を和蘭學士院

報 に發表 して.ゐる。此處 にその詳細 なる紹介 をなす事 は不可能 であるが彼が滲透

の徑路 の圖示 法 には羯特 の興味 があ るか らその大要 を述べ る。

1圖 示 法

三域分系 を圖示 す るに正三角の坐標 を採 らy9'して 二等邉 直角三角形 を採 る。〔第

一 圖)三 成分系 をX,Y,及 びWで 表は しWを 水 とす る6X十Y十W=1と .し

三域分 の組 成 は

xgm.X+71%na.Y十(1-x-J)gm.W

又 はxgm.md%十ygna,m(泌Y十(1-x-y)Win.and.W

に て示す。 然 る時 は三角 坐擦 の頂黜X.Y、Wを 各X.Y.Wの 純 粹なる もの
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の點 とせば三角形内の一黜 α の組成 はQQ=妖Xの .

量)Lq=y(Yの 量)cq=1-x一 Ψ(Wの 量)を 示す

事 どなる。今q黠 を通 じてXYにZF行 に引 ける線

上の各點はWの 量が常 に一定 な る點 であるq今 二

つの液 亡、L、'を 探aoの 紐 成 は各k

躍L(Xの 量)十u,(Yの 量)十(1-ti一v)(Wの 量)

自9L「(Xの:壮).十?/i(Yの量)十(1-xi-Ji)(Wの 量)

で あると し1旺.のm量 とL1'のn,'量 の 混合物LPち 薪 しき液Lのn1十n,'量:

を得た時典 の組成 は

x(Xの 壁)十J(Yの 量)十(1-z一 一v .)(Wの 量)

一(甜 介)一
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であるとするo然 る時は

・』 黠 黔'.・y一 理紫 黔(1)
　

これ を第三 圏(三 角形坐標の 一一一部分 を示 す)に 於てL,Ll'を1,1'數 で示せばL

點 は1-1i線 上の 一酷eで 示 す ことSな る。

而'して

1-e:ILe=ni':hl(2)

の 關 係が保たれ てゐ る理 由であ る。 今 もしL2の 液(第 三圖點2に て示す)の

n2及 びL2「 の液(全 圖點2'に て示す)のn:'の 混 合でLを 得 たと して も前

の場合 に全 く全 様 に

2-e=2'一e;=nl':n2(3)

の關 係 は保 たれて ゐるo

II一 成 分の滲透

今1、 液 とLg液 と を一つの隔膜 によつて接 觸せ しめ る。而 してその膜1まWを

通過せ しめるがX,Yは 通 過 しない とす る。若 しL,Lgの 接 鰯 に於 てWが 何れ
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の方に も瀰散 しない時は兩液の滲透的甼

衡にあると考へ られる。此の如 く兩液が

滲澣 衡にある時は兩液は`'lsotonic"

にあると云ふoI君D紅 成をglこて表{まし

Lgと 等滲にある液 を坐標(第 二圜)に 方き

て求むればafghjbの 如 き曲線となるa

此を等滲曲線と云ふo全 様に してa,b,,

a2㌦ の如き等滲曲線を 求める事が幽來

X る
。此の等滲曲線の性質は

1,二 つの等滲 曲線は互 に交 差 し叉は接 髑す る事が無い。

2,坐 標 中よ りvv黏 に向つ て引 ける直線 は一つの等渥曲鑠 を只一個處1ζ於 ての

一一(紹 介)一
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　 一

み切 る。

3,等 滲 曲線がW黝 よ9ざ か るもの程滲 透的の水 の引力(Osmoticwater

attraction;0.W.A,)が 大 で ある。

今第二圖のo點 及びq鉱 で表 され る液LLgが 滲 透的 接觸 を した とす る。然 る時

は 功 の0.W,Aが 珍 のO.W.A.よh大 であるか ら水は 巧 よ りL。 に瀰散す

る。勤 の組成なWcf線 に そひ矢の方晦に進 み,功 の組成 は σWの 線の矢の方剛 こ

進 み,あ る一つの等滲 曲線 上例へばab曲 線上の9及 び_'に て平衡 趺態 になる。Lpち

巧IL,
→

矢 は水が 左よ り右 に瀰 散す る事 を示 す,今1卍.黠 か らSYIts行ILdKを 弓iけば共

の線上 の各點 は皆全 一のWの 量 を有 してゐ る。然 し0.W.Aに 就 ては レ,

Lnの みが全 一で あ りdf,hkの 各 點の1夜はh,蒋 よ りは大 なる0.W.Aを 有

しfhの 間 の各蜘 ま少 なる0.W.Aを 有 して ゐる。從 つて

df,hk閻 のLILゐ

く一

及び

fh聞 のLIL砲
_,

矢の方向は水の瀰散の方向を示 してゐる。

rnの 外のP點 の液の如 きはL亀 よりはWの 量少なるに關 らナhの0.W.

Aよ り少である。從つて

島[レ
→ 卑

か くの如 く水が少なる量の方 よ9大 なる方に瀰散する場合を吾人は非正規の瀰散

と名づけや うo

滲透甼衡に逹する徑路の中X.Y.W各 放分の量の變化を見るに鍾々の場合が

存在する。今兩液の接觸の始めIL於 て一つの成分に就て左の方の液の組成が常に

少であるとする。然る時

1)左 液に於て共組囎 加 し右液にて減少なる場合

一(細.介,一
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<y

2)左 右兩液共其の組成勵 け る場合

↑〈↑*

3)左 右兩液共其の組成が減少する場合

.,.8↓ く↓

4)左 液に於て其の粗成が減少し右液に於て場加する場合

掌↓〈↑*

の各樋がある。Y:を附 したる111は 非正親の變化である。

今第三圖に於て1,1'點 にあたるL,,L;液 を各n】,n,'と するa此 を隔膜と

第.三 圏 接觸せしめて其の甼衡に達する徑路
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衡 に到Jーするg今8黯 を通 じてWXに 午行に221線 を,XYにT行 にdk線 を引

く時PLが 恥 にな.る徑路 を1-2,2-3,3-4の 三 つ1こ分か つ事が出來 る。典 の

間のX,Y.Wの 變 化 を見れば鬪か ら明かなるが 如 く
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して そのri.衡 に逹 する徑過 に於てL,

はW4線 上 にそひ矢 の方 向に水 を

失 ひLiは1,Wの 隷 上 に矢の方向

にそひて水 を得 る。.而 してaUを 一

つの等澄 曲線 とせば.L.1,L(Pこ て挙

Y.W

↑〈↓ ↓〉↑
_,

零 ↑ 〉 ↓*

"塞 ↓ く ↑ 阜

→ 串
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工II三 威分の滲透 .'

今x.Y.Wの 三 成分共 に膜 を通 じて 瀰 散する時共 の滲透 の徑 過を吟味 して

・ 第 四 囲 見樣ふ。aY四 圖1.yに て

L,L..を 示 して其の爾液 が
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膜 ヱF衡に邏す る際一様の組

成 になるべ .きで其 の點 を θ

で表せば8は12'線 上 の

一鐵 であ るo最 初 の探つた

錯膿 がnlxLIIn1'xL{で

あ つた とすれ ば

氈 にのぺた如 く(第 一項)

厂些

7

で あ つ て

c-1=e-1'一n.1';,h

の 關 係 が 保 た れ て ゐ るo滲 透 の 經 路 が1-2-3-4-e,1Lz'一3'一4'cの 如 く進

め ば2,2厂 點 に て は 錯 衄 はn・xL・ 【n・'×L・厂で あ つ て

8-2:e-2'=n":n'

3.3'x.1'に 就 て も全 漾 で あ つ て

n,十n,'=:.n,十n;'=π3十 η=f=… …

の 關 係 が 保 た れ て ゐ る 。2,2'13、3'等 を 共 軛 點 と 云 ふ 。

X,Y,Wの 時 間 的 變 化 の 關 係 を 見 る に 第 五,第 六,第 七 岡 の 様 で あ る。 組 成

の 少 な る もの が 必 し も壇 大 す る に 限 らt非 正 規 の 變 化 が 存 在 す る 。 第 七 圏 の 變 化

を 符 聾 で 示 せ ば

_1.222.33.44.e

↓ く ↑}`↓=↑**Yくi*↑ く ↑ 事 ↑ く ↓

一(郭1r.一
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星記號 を付 した ものは非正

規の變化で ある。

X=NaCI,Y=Na:CO:,

W=璃0と して豚の膀犹

を隔膜 と して用 ひた實駿1の

一例 を舉 げる
。
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tXYWIXYWIXYW

時 間

100S.G3i91・36317・584082.416
.1-9↑ 〈 ↓ ↓ 〉 ↑ ↓ 〈 ↑

270.93768.43590.027116.7710.215583.014

3202.6248.00689.37015.1090.6123S9.2794-6""↓<争

4444.9547.27587.168112.8431.27385.884

5686.4016.68586.9141L4281.81686.7566-7""黌 ↓ 〉 ↑f

6927.3176.16086.523110.4722,29887.230

71187.8395.73886.4239.8702.?3287.398v-s""黌 ↓ く ↑曇

81658。3975.19886.4059.2了z3.31587.913

621d8.6014.85686.5939.0723.72887`2008-9↑<↓t"↑<↓
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